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歴　　　代 氏　　　　　名

昭和２９年７月１日市制施行
  初  　代 石　　川　　求　　助 昭和 29. 8. 15 昭和 33. 8. 14
   ２　　代 石　　川　　求　　助 33. 8. 15 37. 8. 14
   ３　　代 石　　川　　求　　助 37. 8. 15 41. 8. 14
   ４　　代 町　　田　　佐　　一 41. 8. 15 45. 8. 14
   ５　　代 町　　田　　佐　　一 45. 8. 15 49. 8. 14
   ６　　代 町　　田　　佐　　一 49. 8. 15 53. 8. 14
   ７　　代 町　　田　　佐　　一 53. 8. 15 57. 8. 14
   ８　　代 町　　田　　佐　　一 57. 8. 15 61. 4. 1
   ９　　代 大　　野　　松　　茂 61. 5. 18 平成 2. 5. 17

    １０  　代 大　　野　　松　　茂 平成 2. 5. 18 6. 5. 17
    １１  　代 町　　田　　潤　　一 6. 5. 18 10. 5. 17
    １２ 　 代 町　　田　　潤　　一 10. 5. 18 14. 5. 17
    １３ 　 代 町　　田　　潤　　一 14. 5. 18 15. 6. 19
    １４ 　 代 仲　　川　　幸　　成 15. 7. 27 19. 7. 26
    １５ 　 代 仲　　川　　幸　　成 19. 7. 27 23. 7. 26
    １６ 　 代 仲　　川　　幸　　成 23. 7. 27 在　 任 　中

資料   秘書課

　　　　　１　歴代市長
　　　　　　　　　　　　平成２７年１月１日現在

就任年月日 退任年月日

歴　　　代 氏　　　　　名

  初  　代 町　　田　　佐　　一 昭和 29. 9. 7 昭和 33. 9. 6
   ２　　代 町　　田　　佐　　一 33. 9. 7 37. 9. 6
   ３　　代 町　　田　　佐　　一 37. 9. 7 41. 7. 20
   ４　　代 小　　川　　清　　一 41. 9. 1 45. 8. 31
   ５　　代 小　　川　　清　　一 45. 9. 1 49. 8. 31
   ６　　代 小　　川　　清　　一 49. 9. 1 53. 8. 31
   ７　　代 小　　川　　清　　一 53. 9. 1 56. 1. 31
   ８　　代 北　　田　　保　　男 56. 1. 1 59. 12. 31
   ９　　代 北　　田　　保　　男 60. 1. 1 61. 4. 23

    １０  　代 山　　田　　和　　夫 62. 1. 1 平成 2. 12. 31
    １１  　代 山　　田　　和　　夫 平成 3. 1. 1 6. 5. 16
    １２ 　 代 飯　　島　　和　　夫 7. 4. 1 9. 3. 31
    １３ 　 代 森　　田　　欣　　治 9. 4. 1 12. 9. 30
    １４ 　 代    北　　田　  　 清 12. 10. 1 16. 9. 30
    １５ 　 代    北　　田　  　 清 16. 10. 1 17. 9. 30
    １６ 　 代 濵　　野　　良　　一 18. 4. 1 22. 3. 31
    １７ 　 代 濵　　野　　良　　一 22. 4. 1 26． 3．31
　　１８ 　 代 濵　　野　　良　　一 26. 4. 1 在　 任　 中

資料   秘書課
※地方自治法の改正により、平成１９年４月１日から副市長と名称変更。

 　　　　 ２　歴代助役・副市長
平成２７年１月１日現在

就任年月日 退任年月日
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摘　　　　要

吉 田 仁　　   平 平成 23. 9. 26 　委員長

渡　　 起 治 平成 23. 9. 26 　委員長職務代理

野 上 開 平成 23. 9. 26

北 田 枝 平成 23. 9. 26

資料   選挙管理委員会事務局

　（２）　選挙管理委員会委員 平成２７年１月１日現在

氏　　　　　　名 就任年月日

平成２７年１月１日現在

摘　　　　要

吉 川 明 彦 平成 16. 10. 1 　委員長

荒 川 和 子 平成 17. 10. 1 　委員長職務代理者

橋 本 秀 樹 平成 23. 9. 22

宮 﨑 英 子 平成 25. 4. 1

松 本 晴 夫 平成 22. 4. 1 　教育長

資料   教育総務課

 　　　　　４　行政委員
　（１）　教育委員会委員

氏　　　　　　名 就任年月日

摘　　　　要

中 山 眞 男 平成 25 8 1 　代表監査委員

東 山 徹 平成 26 4 25

資料   監査委員事務局

　（３）　監　査　委　員 平成２７年１月１日現在

氏　　　　　　名 就任年月日

 歴　　　代 氏　　　　　名

  初  　代 小　　川　　清　　一 昭和 29. 9. 7 昭和 33. 9. 6
   ２　　代 小　　川　　清　　一 33. 9. 7 37. 9. 6
   ３　　代 小　　川　　清　　一 37. 9. 7 41. 8. 31
   ４　　代 宮　　寺　　文　　一 41. 9. 1 45. 8. 31
   ５　　代 宮　　寺　　文　　一 45. 9. 1 49. 8. 31
   ６　　代 宮　　寺　　文　　一 49. 9. 1 53. 8. 31
   ７　　代 宮　　寺　　文　　一 53. 9. 1 57. 8. 31
   ８　　代 宮　　岡　　 　　　茂 57. 9. 1 58. 1. 14
   ９　　代 大　　谷　　裕　　亮 59. 3. 1 63. 2. 29
 １０  　代 大　　谷　　裕　　亮 63. 3. 1 平成 4. 2. 29
 １１  　代 大　　谷　　裕　　亮 平成 4. 3. 1 6. 5. 16
 １２ 　 代 栗　　原　　加　　市 6. 7. 1 10. 6. 30
 １３ 　 代    中　　山　　　 忠 10. 7. 1 14. 6. 30
 １４ 　 代    中　　山　　　 忠 14. 7. 1 15. 9. 30
 １５ 　 代 片　　岡　　三　　郎 16. 4. 1 19. 3. 31

資料   秘書課
※地方自治法の改正により、平成１９年３月３１日をもって収入役制度は廃止。

　　　　　３　歴代収入役
平成２７年１月１日現在

就任年月日 退任年月日
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摘　　　　要

齊 藤 雅 義 平成 26 9 30 　委員長

多 比 良 和 子 平成 20 10 1 　委員長職務代理

町 田 冨 士 雄 平成 25 12 23

資料   監査委員事務局

　　　　　４　行政委員（つづき）
　（４）　公平委員会委員 平成２７年１月１日現在

氏　　　　　　名 就任年月日

摘　　　　要

須 田 芳 昭 平成 24. 4. 1 　委員長

奥 冨 和 夫 平成 18. 4. 1 　委員長職務代理

田 嶋 茂 平成 19. 4. 1

　（5）　固定資産評価審査委員会委員 平成２７年１月１日現在

氏　　　　　　名 就任年月日

資料   監査委員事務局

議  席 就任年月日 摘　　要

１ 諸 口 高 男 平成 2４.  5.  1 　会長

２ 諸 口 栄 治 〃 　会長職務代理者

３ 落 合 輝 男 〃

４ 宮 岡 修 〃

５ 高 橋 由 枝 〃

６ 鎌 田 圭 介 〃

７ 町 田 昌 弘 〃

８ 平 野 明 雄 〃

９ 粕 谷 美 摸 〃

１０ 野 口 進 〃

１１ 室 岡 孝 志 平成 24. 6. 1

１２ 増 田 定 聖 平成 24. 5. 1

１３ 松 本 正 雄 〃

１４ 志 村 惠 二 〃

１６ 宮 岡 操 〃

１７ 安 藤 敏 一 〃

　(６)　農業委員会委員 平成２７年１月１日現在

氏　　　　　名

資料   農業委員会事務局　　※最新の就任年月日
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総数 男 女 計 男 女 計 男 女
平成 22 1,133 809 324 1,025 726 299 108 83 25

23 1,116 794 322 1,001 709 292 115 85 30
24 1,088 770 318 977 688 289 111 82 29
25 901 585 316 796 504 292 105 81 24
26 882 572 310 782 496 286 100 76 24

（２）  男女別職員数

年
総　　　　数 普　通　会　計 そ　の　他　の　会　計

資料   職員課　　※再任用職員を除く。

総数 男 女 計 男 女
平成 22 50.8 50.0 55.4 50.8 50.0 55.4

23 50.4 50.2 53.0 50.4 50.2 53.0
24 51.2 51.1 52.2 51.2 51.1 52.2
25 51.7 51.5 53.8 51.7 51.5 53.8
26 52.7 52.4 54.8 52.7 52.5 54.8

※再任用職員を除く。
※１）総人口には外国人を含む。
　 ２）再任用職員を除く。

　　　　　２５ 172.3
　　　　　２６ 175.3

資料   職員課 資料   職員課

　平成  ２２ 139.1
　　　　　２３ 140.8
　　　　　２４ 144.4

７　市職員1人当たり市民数
（２）　行　政　職　Ⅱ 各年４月１日現在

年
全　　　　　体 普　通　会　計

年
総　人　口

市　職　員　数

総数 男 女 計 男 女 計 男 女
平成 22 44.7 46.1 41.3 44.8 46.2 41.3 43.6 44.9 40.6

23 44.0 45.3 40.8 43.6 45.0 40.6 43.5 44.6 40.4
24 44.0 45.4 40.8 43.5 44.9 40.5 44.1 45.1 41.2
25 45.4 47.3 41.8 45.4 47.5 41.9 45.1 46.3 41.4
26 45.2 47.0 41.7 45.2 47.3 41.8 44.4 45.5 40.8

　　　　　　６　市職員の男女別平均年齢
（１）　行　政　職　Ⅰ     各年４月１日現在

年
総　　　　数 普　通　会　計 そ　の　他　の　会　計

計 普通会計 その他の会計 計 小学校 中学校 その他

 平成  ２２ 1,133 843 735 108 170 120 - - 120
      　 ２３ 1,116 828 713 115 170 118 - - 118
  　　 　２４ 1,088 803 692 111 168 117 - - 117
  　　　 ２５ 901 790 685 105 0 111 111
  　　　 ２６ 882 774 674 100 0 108 - - 108

　　　　　　５　市職員数
（１）  職種別職員数 　各年４月１日現在

年 総　数
一　　般　　行　　政　　関　　係

消防関係
教　　　　育　　　　関　　　　係
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９ 姉妹都市（韓国） 
 

市 名   大韓民国慶尚南道 統營市（トンヨンシ） 

締 結 日   昭和48年7月4日(結縁宣言書) 

平成7年10月1日（継承に関する確認宣言書） 

市名の変更   昭和48年 7月の締結後、姉妹都市として友好的な交流を推進。 

平成7年1月1日をもって、忠武市と隣接の統營郡と発展的合併により統營市となった。 

市 の概要   統營市は、韓国第2の都市、釜山市から西へ150km程離れた固城（コソン）半島に位置し、東・ 

西・南を海に囲まれ、150 余りの大小の島々が点在する景観の素晴らしい港町で、韓国の近

海漁業の前進基地として全国10％の水産生産量を誇る水産都市である。 

締結の経緯   昭和 47 年 3 月、忠武市が閑麗開発東京駐在事務所を通じ、本市へ茶栽培について協力を

要請。 同年 8 月、忠武市長が本市の茶栽培状況を視察に訪れた際、本市長と会談し、茶

栽培を通じた姉妹都市結縁について原則的合意を取り交わした。 

交流の状況   両市国際交流協会を中心に、市民相互訪問や青少年交流等の市民主体の交流が実施され

ている。 

 

 

姉妹都市結縁関係の継承に関する確認宣言書 

 

日本国埼玉県狭山市と大韓民国慶尚南道忠武市は、1973年7月4日に姉妹都市結縁の締結を行い、姉

妹都市としての交流を図ってきたが、このたび、忠武市が1995年1月1日に統營郡と統合し、統營市として発

足したことにより、狭山市と統營市は、従来の狭山市と忠武市との姉妹都市結縁関係をそれぞれ継承し、産業、

文化芸術、観光等の交流を確固たるものにし、もって両市のよりよき繁栄と友好親善を深めることを確認し、ここ

に宣言する。 

 

 

位   置    東経 128°23′51″ 

          北緯  34°50′5″ 

 

産   業    水産業、螺鈿漆器 

 

人   口    約 140,000 人 

 

面   積    239.17㎢ 
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１０ 姉妹都市(米国) 
 

市 名   アメリカ合衆国オハイオ州 ワージントン市 

締 結 日   平成11年11月1日 

市 の概 要   ワージントン市は、オハイオ州の州都コロンバスの近郊都市で、財政は豊かで犯罪率 

も極めて低く、高齢化の問題はあるものの若年人口の減少は少なく、開発・リサイクル・ 

都市景観についての規制を設け、古き良きアメリカの印象が強い。 

経済水準が一定以上の人々が秩序をもって平和に暮らせるよう、計画的につくられた住

宅都市である。 

締結の経緯   平成5年から両市国際交流協会による市民交流が順調にすすめられる中、英語圏姉妹

都市候補地を選定すべく設置された狭山市姉妹都市検討委員会では、これら交流実績

を踏まえた上で、埼玉県の姉妹州県がオハイオ州であること、近郊には狭山市内大手自

動車メーカーの工場があり、同市からの通勤者も多いことなど、両市は姉妹都市提携の

環境が整っているとして、ワージントン市を姉妹都市候補地とする答申を行った。答申を

受けた狭山市では、市議会の議決を経たうえで市長、議長らが平成11年9月末から同

市を訪問。姉妹都市提携を確認した事前協定書を取り交わした。 

 その後、同年 11 月にワージントン市長らが狭山市を訪問し、姉妹都市協定書に調印を

行った。 

交流の状況   両市国際交流協会を中心に、市民相互訪問や青少年交流等の市民主体の交流が実

施されている。 

 

 

姉 妹 都 市 協 定 書 

  

我々、日本国埼玉県狭山市市民並びに、アメリカ合衆国オハイオ州ワージントン市市民は、ここに、末

永い国際関係の樹立を目的とし、姉妹都市関係となることに合意する。 

 我々の関係は、文化、教育、スポーツ、ビジネスの分野の交流を通じ、強固になることを固く確信する。 

 この両市間の関係は、市民の友好親善と理解の促進に貢献し、両市における深い強調を導き、もって、

より安定し、開かれた世界の繁栄に寄与するものである。 

 

位   置   西経 83°01′15″ 

         北緯 40°05′29″ 

 

産   業   鉄鋼、健康食品 

 

人   口   約 14,000人 

 

面   積   15.54㎢ 
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１１ 友好交流都市（中国) 
 

市 名    中華人民共和国浙江省 杭州市（コウシュウシ） 

締 結 日    平成8年7月8日 

市 の概要    中国の七大古都の一つであり、五代の呉越時代と南宋時代の都として栄え二千二百年余りの歴

史がある。市の中心には、緑山に囲まれた美しい西湖をはじめ、名所旧跡が数多く点在し、中国

有数の景勝地として名高い。歴史と文化、自然に恵まれた観光都市である。 

締結の経緯   平成 8年 4月、杭州市の張明光副市長(当時)を代表とする訪問団一行5名が、杭州市に合弁

企業を設立している株式会社コーセー狭山工場を視察した後、狭山市への表敬訪問を行うとと

もに、両市による経済交流懇談会を開催したことが、交流の契機となった。その席上、副市長か

らの杭州市招請に基づき、平成8年7月、狭山市長、狭山市議会議長をはじめとする一行6名

が杭州市を訪問し、同年 7 月 8 日、両市との間で、「友好交流関係設立覚書」を取り交わし、文

化、教育、スポーツ、経済、観光振興等、各方面における交流、協力を展開していくことで合意し

た。 

交流の状況   杭州市で開催される文化・スポーツイベント等に合わせて狭山市民の訪問が実施されている。 

 

  

友 好 交 流 関 係 設 立 覚 書 

 

  日本国埼玉県狭山市と中華人民共和国浙江省杭州市は、日中両国の国交建交原則に基づき、両国市民の理

解と友情を増進し、 両市の友好を固め、かつ、発展させるため友好協議を経て、双方は友好交流関係設立覚書調

印に同意した。 

１． 双方平等互恵の原則に基づいて、今後、文化、教育、スポーツ、経済、観光振興、人的等各方面において交

流及び協力を展開し、共同の繁栄と発展を促進する。 

２． 双方の代表及び関連部署は常に緊密な関係を維持し、双方の交流と協力事項並びに共通な関心事項につ  

いて協議を行う。 

３ ． 本覚書は1996年7月8日杭州市において調印し、この日をもって効力を発生する。 

４． 本覚書は日本文、中国文を用いて作成し、両分とも正文とする。 

 

位   置   東経120°10′ 

         北緯 30°15′ 

 

産   業   電子機械、シルク紡績、 

         化学薬品、食品軽工業 

 

人   口   約 797万人 

 

面   積   16,596㎢ 
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１２ 友好交流都市(日本) 
 

市 名   新潟県中魚沼郡 津南町（つなんまち） 

締 結 日   平成 9年 1月30日 

町 の概要   津南町は、新潟県の最南端にあり、南西から北東に流れる信濃川とこれに合流する志久見川、 

中津川、清津川の河川に沿って河岸段丘が形成されており、農業と観光を中心とした美しい町

である。 

締結の経緯   第 2次狭山市総合振興計画に基づき、平成7年11月に国内・外の姉妹都市候補地につい

て、市内各種団体等から推薦された15名で構成する「狭山市姉妹都市検討委員会」に選定

を依頼し、平成8年8月 20日までの間に 6回に及ぶ検討・視察の結果、8月 23日に新潟

県津南町を国内友好都市候補地とする報告書が市長に提出され、平成9年1月30日当市

において、「友好交流都市宣言」に調印した。 

交流の状況   行政間交流のみならず、市民各種団体等による人的交流を主に、文化・教育・スポーツ等、

幅広い分野の交流が実施されている。 

 

友 好 交 流 都 市 宣 言  

  

 狭山市と津南町は、両市町間の友好協力関係を発展させるため、ここに友好交流都市を宣言する。 

 この友好交流都市宣言は、両市町民の共同の願い「緑と健康で豊かな文化都市」「悠久の河岸段丘に息づく

健康で明るい町」を反映させるため、今後、文化・観光・スポーツなどの幅広い市町民交流を通じ、相互理解と

親善を深め、もって両市町のよりよき繁栄を念願するものである。 

 本宣言は、狭山市長と津南町長が署名した日より発効する。 

 

 

位   置   東経 138°39′07″ 

         北緯  37°00′53″ 

 

産   業   農業、サービス業 

 

人   口   10,462人(H26.12末現在) 

            

面   積   170.28㎢ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


